
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

   新しい年２０２６年（令和８年）がスタートしました。生徒並

びに保護者・地域の皆様方のご多幸をお祈り申し上げます。 

 今年の干支は「午（うま）」です。馬は、古くから人間を助けて

くれる賢い動物であり、物事がスピーディーに進む「躍動」や

「飛躍」の象徴として、縁起の良い生き物とされているそうです。 

馬が颯爽と大地を駆け抜ける姿は、「目標に向かって真っ直

ぐに突き進む」「大きくステップアップする」という力強い意味を

持っているのだそうです。また、馬の走り方から、状況に応じて、

「自分のペースを知り、コントロールする」ことを大切にする意

味も持っているそうです。 

         
 

 

 

３学期のスタートにあたり、始業式で次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年１月８日（木）発行  第２８号    文責：校長 横澤 聡一 

小国町立小国中学校 学校だより 
 

あけましておめでとうございます。 

今年もよろしくお願いいたします！！ 

【３学期 学校長 始業式式辞より】 

皆さん、あけましておめでとうございます。 今日から、３学期、４５日間がスタートしました！ 

今年の干支は、午年です。ここで皆さんに質問です。「馬は走るとき、いつも全力で走っていると思いま

すか？」 馬は確かに全力で疾走するイメージが強いですが、実際には「なみあし（あるく）」、「速歩（はや

あし）」、「駆歩（かけあし）」と、状況に応じて自分のギアを自在に切り替えることができる動物だそうです。 

そういうことから、午年は、「前へ進む年」であると同時に、「自分のペースを知る年」であるのだそうです。 

2学期の始業式で、私は、「実るほど頭を垂れる稲穂かな」という言葉を紹介しました。 

ここで２つ目の質問です。「皆さんは、２学期、どんな力を身につけましたか？」 

勉強を頑張って力をつけた人、行事で様々な経験をした人、部活動やクラブで努力した人、友達との関わ

りで多くのことを学んだ人・・・目に見えるものやすぐには見えないものもあったはずです。 

３学期は、その実りを急いで増やす学期ではありません。これまでに蓄えた力を整理し、次につなげる

仕上げの時期です。 

ここで、１つお話を紹介します。今年の箱根駅伝で優勝した青山学院大学の原監督は、選手に対して、

運営管理車から「頑張れ」、「気合だ」という声かけはしないそうです。代わりに、こんな声かけをします。 

「今はどんな局面か、分かっているか？」、 「それは想定内だ。慌てる必要はない！」 

この言葉を聞いた選手は、落ち着いて自分の走りに集中できるそうです。私は、この声かけは、私たち

の学校生活にもとても大切だと思いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  新しい年を迎えると同時に、いよいよ今年度も「入試シーズン」の到来です。今年度から県内の入

試制度が大きく変更になります。入試の時期が早まったり、Web出願になったりしたことにより、これ

まで以上に慎重な入試作業を行っているところでありますが、保護者の皆様におかれましては、ご理

解とご協力をお願いいたします。 

 【これからの大まかな流れ】  ※主な日程を掲載 

・ 1月 ７日（水）～１０日（土）  私立高校 奨学生・推薦入学者選抜 

・ 1月２０日(火)          公立高校前期A日程検査 

・ 1月２８日（水）～３１日（土）  私立高校 一般入学者選抜 

・ ２月 3日（火）          連携型入学者選抜（小国高校）  公立高校前期 B日程検査     

・ ３月 ７日（土）・８日（日）    公立高校後期一般検査 【※８日（日）は、実技試験】       
 

 

 

７日（水）の始業式後に、昨年の生徒会役員選挙で当

選した令和８年度生徒会役員へ任命書を渡しました。現

３年生の生徒会役員はもちろんのこと、これまで小国中

学校生徒会を築きあげてくれた先輩方の思いを引き継

ぎ、さらにすばらしい小国中学校生徒会を創りあげてく

れることを期待しています！ 

  早速、８日（木）の登校時から、

新生徒会役員のあいさつ運動が始

まりました。さわやかなあいさつが

飛び交っていました。また、職員玄

関までの除雪を意欲的に行ってく

れる姿も見られました。 

 

「勉強が難しく感じるとき」、「思うように結果が出ないとき」、「友だち関係で悩むとき」。そのようなと

き、「自分はだめだ」、「もう無理だ」と思ってしまう人もいるかもしれません。でも、そこで一度、こう考え 

てみてください。 

「今、自分はどんな局面にいるのか。」 

「これは失敗なのか、それとも次につながる途中なのか。」 

３学期は、結果を急ぐ学期ではありません。これまでに身につけた力を整理し、次につなげる「仕上げ

の局面」です。 

特に３年生のみなさんは、進路に向けて不安になることもあるでしょう。しかし、ここまで努力してきた

事実は変わりません。今やっていることは、決して間違っていないはずです。  

1・2年生のみなさんも、今の経験は必ず次の学年の力になります。 

今はまだ目に見えなくても、確実に力は蓄えられています。 

3学期に大切にしてほしいことは、「今、自分は何を積み重ねてい 

るのか」を意識すること。 

「慌てず、比べず、投げ出さず」今日できる一歩を大切にしてください。 

先生たちも、みなさん一人一人の歩みを、小国中学校というチーム 

の一員としてしっかり支えていきます。短い３学期ですが、次へつながる充実した学期にしていきましょ

う。さらには、この 1年が素晴らしい「飛躍の年」になることを願っています。 

 

  


